
広
範
な
大
衆
の
国
民
化
は
、
生
半
可
な
や
り
方
、
い
わ
ゆ
る
客
観
的
見
地
を
少
々
強
調
す
る

程
度
の
こ
と
で
は
達
成
さ
れ
ず
、
一
定
の
目
標
を
め
ざ
し
た
、
容
赦
の
な
い
、
狂
信
的
な
ま

で
に
偏
っ
た
態
度
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
。

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
『
我
が
闘
争
』（
一
九
二
五
年
）



iii　　は じ め に

は
じ
め
に

　
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
著
『
第
三
帝
国
の
言
語〈
Ｌ
Ｔ
Ｉ
〉』（
一
九
四
七
年
）の
第
七
章

「
育ア
ウ
フ
ツ
ィ
ー
エ
ン

成
す
る
」。
唐
突
に
次
の
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　「
一
九
三
五
年
に
、
ホ
レ
商
会
か
ら
『
野
間
清
治
、
日
本
の
出
版
王
の
自
叙
伝
』
が
英
語
か
ら
の
独
訳
と

し
て
出
版
さ
れ
る
。（
中
略
）「
そ
こ
で
わ
た
し
は
、
学
生
雄
弁
家
の
教
育
の
た
め
に
模
範
的
な
団
体
を
育
成

0

0

し
よ
う

0

0

0

と
決
心
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
こ
の
言
葉〔「
育ア
ウ
フ
ツ
ィ
ー
エ
ン

成
す
る
」〕は
完
全
に
認
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
）
1
（

る
。」（
強
調
は
原
文
）

　
い
っ
た
い
「
第
三
帝
国
の
言
語
」
に
、
な
ぜ
、
講
談
社
の
野
間
清
治
な
の
か
。

　　
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
成
立
か
ら
二
年
。
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
五
月
四
日
、
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
の
日
記
。

　「
気
分
は
持
ち
直
し
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
。
お
と
と
い
の
夜
、
エ
フ
ァ
と
私
は
冗
談
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
に
移
住
す
る
計
画
を
立
て
て
み
た
が
、
翌
日
に
な
る
と
そ
れ
も
色
褪
せ
、
ま
た
意
気
消
）
2
（
沈
。」

　
そ
の
一
週
間
前
、
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
の
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
教
授
は
、
屈
辱
感
で
体
を
震
わ
せ
て
い
た
。

職
業
公
務
員
制
度
再
建
法
の
第
六
項（
ユ
ダ
ヤ
人
の
公
職
追
放
）に
よ
り
、
解
雇
を
告
げ
る
通
知
書
が
、
突
然

送
ら
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
ラ
ビ
の
息
子
な
の
だ
が
、
若
く
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
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ン
ト
に
改
宗
し
、
第
一
次
大
戦
で
は
ド
イ
ツ
国
家
の
た
め
に
前
線
で
戦
功
を
あ
げ
陸
軍
報
道
局
検
閲
官
ま
で

勤
め
た
「
愛
国
者
」
で
あ
っ
た
。
日
記
に
は
、
そ
の
後
の
憤
懣
と
絶
望
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
言
語
学
者
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
は
、
荒
れ
狂
う
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
中
で
自
ら
の
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
生

き
続
け
る
た
め
、
密
か
に
ナ
チ
ズ
ム
の
言
語
様
式
の
分
析
に
着
手
し
た
。
日
常
会
話
や
街
頭
ポ
ス
タ
ー
か
ら

ナ
チ
党
の
新
聞
、
出
版
物
ま
で
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ナ
チ
党
の
語
彙
と
表
現
形
式
に
つ
い
て
詳
細
な
ノ
ー

ト
を
取
り
始
め
た
。
幸
い
に
も
、
妻
エ
フ
ァ
が
「
ア
ー
リ
ア
人
」
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

免
れ
、
そ
の
ノ
ー
ト
は
戦
後
刊
行
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ（
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
）と
名
乗
り
、

そ
の
組
織
や
機
構
を
Ｓ
Ｓ（
親
衛
隊
）、
Ｋ
ｄ
Ｆ（
歓
喜
力
行
団
）な
ど
短
縮
語
で
呼
ぶ
こ
と
を
好
ん
だ
ナ
チ
ズ

ム
に
な
ら
っ
て
、
彼
は
分
析
対
象
を
Ｌ
Ｔ
Ｉ
と
呼
ん
だ
。「
第
三
帝
国
の
言
語
」Lingua T

ertii Im
perii

の
略
語
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
の
文
体
的
特
徴
と
し
て
、
表
現
の
積
み
重
ね
、
メ
タ
フ
ァ
ー
の
多
用
、
情
熱
的

な
誇
張
、
最
大
級
の
連
発
、
誇
大
妄
想
的
な
数
字
、
強
烈
か
つ
簡
素
で
曖
昧
な
名
詞
的
文
体
な
ど
を
彼
は
指

摘
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
表
現
や
言
い
回
し
こ
そ
が
、
演
説
の
内
容
よ
り
も
人
々
の
思
考
と
感
情
を
支
配
す

る
こ
と
を
、
自
ら
の
体
験
か
ら
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

　
冒
頭
の
一
節
も
、
そ
の
一
部
で
あ
る
。
お
り
し
も
教
授
職
解
雇
の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
野
間
清
治
の
ド
イ

ツ
語
版
伝
記
を
、
彼
は
ノ
ー
ト
を
取
り
つ
つ
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
が
引
用
し
た
箇
所
は
、Seiji N

om
a, K
odansha: die A

utobiographie des japa-
nischen Zeitungskönigs, Berlin: H

olle &
 Co. V

erlag 1935 （『
講
談
社

―
日
本
の
新
聞
王
自
伝
』）

の
一
四
六
頁
、
野
間
が
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
緑
会
弁
論
部
、
さ
ら
に
大
日
本
雄
弁
会
を
組
織
す
べ
く
奮
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闘
す
る
第
一
〇
章
「
東
京
に
お
け
る
我
が
闘
争
」M

ein K
am
pf in T

okio

に
あ
る
。『
我
が
闘
争
』
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
、「
ド
イ
ツ
の
演
説
王
」
ヒ
ト
ラ
ー
の
自
叙
伝
で
あ
る
。

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
言
語
を
蒐
集
す
る
者
な
ら
、「
我
が
雑
誌
界
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
」der M

ussolini unserer 
Zeitschriftenw

elt

の
世
評
を
自
賛
す
る
野
間
清
治
に
関
心
を
持
っ
て
当
然
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
『
講
談

社
』
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
、
日
本
で
は
天
皇
機
関
説
問
題
に
よ
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
流
れ
が
加
速
化
し
、

翌
一
九
三
六
年
一
一
月
に
は
日
独
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
そ
の
引
用
文
に
戻
ろ
う
。
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
は
、
本
来
「
時
計
の
ネ
ジ
を
巻
く
」
な
ど
機
械
的
な
行

為
に
使
わ
れ
て
い
た
他
動
詞aufziehen

が
第
三
帝
国
で
は
、
運
動
・
組
織
な
ど
人
間
を
「
育
成
す
る
」
と

い
う
意
味
で
積
極
的
に

0

0

0

0

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
野
間
の
文
章
は
、
そ
の
使
用
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
そ
の
表
現
は
動
員
の
た
め
に
人
間
を
教
化
＝
機
械
化
す
る
こ
と
へ
の
無
感
覚
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
、
ナ
チ
ズ
ム
を
特
徴
づ
け
る
「
強
制
的
に
同
化
す
る
」gleichschalten

と
い
う
動
詞
に
も
当
て
は
ま
る
。
本
来
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
計
器
類
を
「
同
調
さ
せ
る
」
際
に
使
わ
れ
て
い

た
技
術
用
語
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
掛
川
ト
ミ
子
は
野
間
清
治
の
伝
記
に
お
い
て
、
彼
の
仕
事
を
「
体
制
の
強
制
的
同
質
化
作
用

を
内
側
か
ら
主
体
的
に
と
ら
え
、
天
皇
制
国
家
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
『
キ
ン
グ
』
に
集
大
成
」
し
た
と
評
し
て

い
）
3
（
る
。
こ
こ
で
い
う
「
強
制
的
同
質
化
作
用
」
と
は
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
ラ
ジ
オ
技
術
用
語
「
同
調

さ
せ
る
」
の
名
詞
形Gleichschaltung

の
訳
語
で
あ
る
。
第
三
帝
国
は
「
国

エ
ン
プ
フ
ェ
ン
ガ
ー

･

フ
ォ
ル
ク
ス民

受
信
機
」
に
よ
っ
て

「
大
衆
の
国
民
化
」
を
押
し
進
め
、
一
九
三
九
年
九
月
二
三
日
に
は
「
同
化
」
不
能
と
み
な
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
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に
対
し
ラ
ジ
オ
所
有
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
。

　　
そ
の
一
年
ば
か
り
前
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
一
七
日
の
大
日
本
帝
国
。
東
京
放
送
局
の
ラ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー

ス
は
、
夜
七
時
と
一
〇
時
の
二
回
、
野
間
清
治
の
急
性
心
不
全
に
よ
る
逝
去
を
報
じ
た
。

　「
野
間
清
治
氏
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
社
長
、
報
知
新
聞
社
社
長
野
間
清
治
氏

は
、
昨
日
午
後
一
時
三
十
分
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
の
自
邸
で
、
突
然
狭
心
症
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
行
年
六
十
一
歳
で
し
た
。
野
間
氏
が
我
が
国
の
出
版
界
並
び
に
新
聞
事
業
界
に
残
し
た
不
朽
の
功
績

は
、
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
内
閣
情
報
局
参
与
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。
同
氏
の
突
然
の

逝
去
は
、
文
化
事
業
は
固も
と

よ
り
、
各
方
面
か
ら
惜
し
ま
れ
て
居
り
ま
す
。」

　
そ
れ
に
続
い
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
野
間
清
治
の
経
歴
を
紹
介
し
、
最
後
は
こ
う
結
ん
だ
。

　「
立
志
伝
中
の
方
で
あ
り
ま
す
。」（「
正
伝
」974

）

　『
キ
ン
グ
』
一
九
三
八
年
一
二
月
号
は
「
野
間
社
長
追
悼
録
」
を
特
集
し
、
徳
富
蘇
峰
が
「
私
設
文
部
省
」

と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
て
い
る（38-12

：
特17 f.
）。
彼
は
ド
イ
ツ
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
「
日
本
の
私
設
文
部

大
臣
」der ungekrönten K

ulturm
inister Japans

と
い
う
表
現
を
考
え
出
し
た
先
見
の
明
を
誇
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
所
管
す
る
逓
信
大
臣
・
永
井
柳
太
郎
の
「
雄
弁
の
大

恩
人
」
は
、
野
間
が
成
し
遂
げ
た
「
大
衆
の
国
民
化
」
を
次
の
よ
う
に
称
え
て
い
る
。

　「
そ
の
雑
誌
は
す
べ
て
大
衆
を
目
標
と
し
た
も
の
で
、
雑
誌
の
大
衆
化
と
い
ふ
点
に
於
て
、
一
新
紀
元
を

画
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
） 

之
は
野
間
君
が
大
衆
の
要
求
を
把
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
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反
映
だ
と
思
ふ
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
野
間
君
は
大
衆
と
共
に
生
き
、
大
衆
と
共
に
進
み
、
大
衆
と
共
に
闘

つ
た
も
の
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
殊
に
野
間
君
は
、
常
に
そ
の
経
営
す
る
雑
誌
、
新
聞
を
通
じ
て
、
大
衆
の

道
徳
的
標
準
を
高
め
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。」（38-12

：
特 20

）

　
本
書
の
課
題
は
、「
大
日
本
帝
国
の
メ
デ
ィ
ア
」、
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
風
に
ラ
テ
ン
語
表
記
す
れ
ばM

edia 
D
ainipponii Im

perii

、
す
な
わ
ち
Ｍ
Ｄ
Ｉ
の
分
析
で
あ
る
。
特
に
、
日
本
初
の
一
〇
〇
万
部
発
行
を
達
成

し
、
野
間
を
「
雑
誌
王
」
た
ら
し
め
た
大
衆
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
。『
キ
ン
グ
』

は
関
東
大
震
災
の
翌
年
、
一
九
二
四
年
一
二
月（
一
九
二
五
年
新
年
号
）に
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
一
年
満
洲
事

変
、
一
九
三
七
年
日
中
戦
争
、
一
九
四
一
年
日
米
戦
争
と
読
者
を
拡
大
し
て
「
雑
誌
の
黄
金
時
代
」
を
現
出

し
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
目
前
に
し
て
一
九
五
七
年
終
刊
と
な
っ
た
伝
説
的
雑
誌
で
あ
る
。
出
版
の
大

衆
化
＝
近
代
化
の
画
期
と
し
て
文
化
史
上
、
必
ず
言
及
さ
れ
て
き
）
4
（

た
。

　
し
か
し
、
同
時
代
の
総
合
雑
誌
『
中
央
公
論
』『
改
造
』
あ
る
い
は
『
文
藝
春
秋
』
が
歴
史
書
で
頻
繁
に

引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
数
倍
の
読
者
を
誇
っ
た
大
衆
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
の
記
事
が
引
用
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
有
名
な
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
発
行
者
す
な
わ
ち
野
間
清
治

の
伝
記
的
研
究
、
あ
る
い
は
読
者
層
研
）
5
（

究
を
除
け
ば
、『
キ
ン
グ
』
の
形
式
と
内
容
に
立
ち
入
っ
た
研
究
は

ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
関
東
大
震
災
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
即
応
す
る
「
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
）
6
（
ム
」
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
後
も
、
研
究
の
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、『
キ
ン
グ
』
を
主
と
し
て
中
学
を
出
て
い
な
い
「
田
舎
読
者
向
け
娯
楽
雑
誌
」
と
み

な
し
た
知
識
人
の
低
い
内
容
評
価
に
由
来
す
）
7
（

る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
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出
版
文
化
史
と
し
て
貴
重
な
『
講
談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年
』
明
治
・
大
正
編
、
昭
和
編
の
上
下
二
巻（
以

下
、「
社
史
」
と
略
記
）が
刊
行
さ
れ
た
一
九
五
九
年
、
そ
の
社
史
編
纂
委
員
会
代
表
を
務
め
た
木
村
毅き

が
佐
藤

忠
男
、
福
田
定さ
だ

良よ
し

と
『
週
刊
読
書
人
』
で
鼎
談
し
て
い
）
8
（
る
。『
キ
ン
グ
』
に
対
す
る
否
定
的
評
価
は
、
社
史

執
筆
代
表
者
の
発
言
に
率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　「
ぼ
く
は
あ
あ
い
う
雑
誌〔『
キ
ン
グ
』〕が
売
れ
る
と
い
う
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
い
ん
で
…
…
ぼ
く
ら
に
は
考

え
ら
れ
な
い
雑
誌
で
す
よ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ
め
込
ん
で
い
る
雑
誌
で
す
か
ら
ね
。」

　
ま
ず
木
村
毅
は
、
明
治
期
を
代
表
す
る
国
民
雑
誌
『
太
陽
』（
博
文
館
）を
『
キ
ン
グ
』（
講
談
社
）が
「
食
い

つ
ぶ
し
た
」
と
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　「
博
文
館
の
時
は
、
知
的
な
、
情
操
的
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
最
低
の
線
ま
で
落
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。」

　
さ
ら
に
、『
キ
ン
グ
』
創
刊
期
の
作
家
仲
間
や
中
学
生
に
お
け
る
講
談
社
の
評
判
を
木
村
は
こ
う
回
顧
し

て
い
る
。

　「
た
と
え
ば
菊
池
寛
氏
は
無
名
作
家
の
頃
に
は
書
い
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
文
壇
に
出
た
て
の
頃
に
講
談

社
の
小
説
を
全
然
書
か
な
い
し
、
大お
さ

佛ら
ぎ

次
郎
君
も
非
常
に
き
ら
っ
て
「
講
談
社
に
書
く
の
は
よ
そ
う
」、
ぼ

く
が
西
洋
に
い
く
時
に
「
君
が
い
っ
て
い
る
間
に
、
大
衆
雑
誌
を
一
つ
作
る
か
ら
君
も
あ
す
こ
に
書
く
の
は

よ
せ
」
と
い
っ
て
お
っ
た
く
ら
い
で
ね
、
み
ん
な
き
ら
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
よ
。」

　「〔
講
談
社
の
雑
誌
を
読
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
〕ち
ょ
っ
と
、
東
京
の
中
学
じ
ゃ
い
え
な
い
で
す
よ
。」
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こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤
忠
男
と
福
田
定
良
は
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
。
佐
藤
は
、「
少
年
の
理
想
主
義
」

（
一
九
五
九
年
）で
講
談
社
が
発
行
し
た
『
少
年
俱
楽
部
』
を
取
り
上
げ
、
子
供
自
身
の
も
っ
て
い
る
「
情
操

的
な
要
求
」
で
は
な
く
、「
観
念
的
な
要
求
」
に
応
え
た
と
高
く
評
価
し
て
い
）
9
（
た
。
福
田
は
、『
民
衆
と
演

芸
』（
一
九
五
三
年
）で
講
談
や
浪
花
節
が
「
公
共
的
な
場
」
を
民
衆
に
向
け
て
拡
大
し
た
意
義
を
認
め
た
い
と

主
張
し
て
い
）
10
（

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
木
村
は
冷
た
く
言
い
放
っ
て
い
る
。

　「
し
か
し
、
あ
の
過
去
に
作
り
上
げ
た
も
の
は
、
観
念
的
な
も
の
の
養
成
力
に
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
、

非
常
に
抽
象
的
な
こ
と
を
い
え
ば
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
具
体
的
な
も
の
で
、
過
去
に
講
談
社
で

作
り
上
げ
た
も
の
で
、
将
来
と
も
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
は
非
常
に
少
い
と
思
い
ま
す
ね
。」

　「
今
の
社
長〔
野
間
省
一
〕は
東
大
の
え
ら
い
秀
才
で
、
大
学
二
年
ぐ
ら
い
の
時
か
ら
、
国
家
試
験
も
、
判
・

検
事
試
験
も
、
高
等
文
官
試
験
も
皆
な
通
っ
た
ほ
ど
の
秀
才
で
す
よ
。
そ
れ
で
戦
後
の
講
談
社
の
出
版
物
と

い
う
の
は
、
非
常
に
い
い
も
の
が
出
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
弘
法
大
師
の
文
鏡
秘
府
の
研
究
と
か
足
利
学
校

の
研
究
と
か
、
学
士
院
賞
を
も
ら
っ
た
の
を
沢
山
出
し
て
い
ま
す
。
あ
あ
い
う
も
の
は
ち
ょ
っ
と
元
の
社
長

〔
野
間
清
治
〕の
時
に
は
な
か
っ
た
。」

　
木
村
の
発
言
を
長
々
と
引
用
し
た
の
は
、
彼
を
批
判
す
る
た
め
で
は
な
い（
も
っ
と
も
、『
キ
ン
グ
』
に
対

す
る
木
村
の
否
定
的
評
価
の
社
会
的
な
文
脈
に
つ
い
て
は
、
戦
中
と
戦
後
に
わ
た
る
木
村
と
『
キ
ン
グ
』
の

関
係
か
ら
検
討
す
る
）。
む
し
ろ
、「
ユ
ダ
ヤ
人
扱
い
に
せ
ら
れ
た
期
間
は
随
分
長
か
っ
）
11
（
た
」
大
衆
文
学
を
体

系
的
に
分
析
し
た
先
駆
的
な
『
大
衆
文
学
十
六
講
』（
橘
書
店
、
一
九
三
三
年
）な
ど
一
〇
〇
冊
を
超
え
る
木
村

の
編
著
作
、
円
本
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』（
改
造
社
、
一
九
二
六
年
）、『
世
界
文
学
全
集
』（
新
潮
社
、
一
九
二
七
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年
）で
全
集
形
式
の
モ
デ
ル
を
完
成
し
た
企
画
構
成
力
な
ど
、
木
村
の
仕
事
は
も
っ
と
高
く
再
評
価
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
。「
社
史
」
の
中
で
も
彼
は
『
キ
ン
グ
』
に
つ
い
て
、
こ
う
語
る
。

　「
一
体
に
僕
は
講
談
社
の
雑
誌
で
は
『
冨
士
』
と
『
現
代
』
が
、
自
由
に
書
か
す
の
で
、
一
ば
ん
書
き
よ

く
、
最
も
や
か
ま
し
い
こ
と
を
い
う
『
キ
ン
グ
』
と
は
肌
が
合
わ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
『
キ
ン
グ
』
に
僕
は

一
ば
ん
書
い
て
い
な
い
。」（「
社
史
」
下430

）

　
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
大
衆
文
化
に
造
詣
の
深
か
っ
た
知
識
人
が
、『
キ
ン
グ
』
を
か
た
く
な
に
拒
絶
す
る

理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
こ
わ
ば
り
」
の
正
体
を
、
そ
の
時
代
と
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
探
る
こ
と
、
そ
れ

も
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
講
談
社
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
「
社
史
」
に
も
含
ま
れ
る

こ
う
し
た
先
入
観
を
避
け
る
た
め
に
、
ま
ず
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
新
聞
、
雑
誌
、
著
作
か
ら
「
講
談
社
文

化
」
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
努
め
た
。

　　
つ
ま
り
、
本
書
の
第
一
の
テ
ー
マ
は
、「
あ
あ
い
う
雑
誌
が
売
れ
る
と
い
う
こ
と
」
の
意
味
を
メ
デ
ィ
ア

史
的
文
脈
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、『
キ
ン
グ
』
は
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
特
性

に
お
い
て
活
字
よ
り
む
し
ろ
放
送
や
映
画
に
近
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
ラ
ジ
オ
的
・
ト
ー
キ
ー
的
雑

誌
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
原
因
を
考
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、『
キ
ン
グ
』
に
向
け
ら
れ
た
批
判
や
偏
見

は
、
当
時
の
知
識
人
が
ラ
ジ
オ
の
雑ノ
イ
ズ音

、
雑ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ

多
性
に
加
え
た
批
判
と
同
一
で
あ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ

め
込
ん
で
い
る
雑
誌
」（
木
村
）と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
、
音
楽
、
教
養
講
座
、
料
理
番
組
と
何
の
連
関
も
な
く
並

べ
ら
れ
た
ラ
ジ
オ
番
組
の
誌
面
化
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、『
キ
ン
グ
』
読
者
と
は
マ
ッ
ク
ス
・
ピ
カ
ー
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ト
が
『
わ
れ
わ
れ
自
身
の
な
か
の
ヒ
ト
ラ
ー
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
「
ラ
ジ
オ
人
」
で
あ
る
。
冒
頭
で
引
用

し
た
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
の
「
機
械
的
教
化
」
批
判
と
重
ね
な
が
ら
、
読
ん
で
み
た
い
。

　「
ラ
ジ
オ
は
た
て
つ
づ
け
に
も
ろ
も
ろ
の
事
物
や
出
来
事
を
の
べ
つ
も
な
く
並
べ
た
て
る
か
ら
、
人
間
は

も
は
や
、
み
ず
か
ら
一
つ
の
連
続
性
を
、
し
か
も
内
的
連
続
性
を
保
有
す
る
こ
と
が
自
己
の
本
質
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
余
裕
さ
え
な
い
。（
中
略
） 

持
続
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
ラ
ジ
オ
の
間
断

の
な
い
騒
音
だ
け
で
あ
る
。（
中
略
） 

こ
の
よ
う
な
装
置
が
あ
る
た
め
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
彼
が

自
己
の
―
と
り
も
な
お
さ
ず
ヒ
ト
ラ
ー
の
―
姿
に
か
た
ど
っ
て
、
人
間
の
存
在
を
ラ
ジ
オ
と
い
う
装
置

か
ら
製
造
す
る
こ
と
は
い
と
も
容
易
で
あ
っ
た
の
）
12
（
だ
。」

　
そ
の
た
め
に
本
書
が
採
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
従
来
の
雑
誌
研
究
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
。
大
衆
雑
誌
の

先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
文
学
研
究
が
質
量
と
も
に
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
い
う
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
定
言
を
出
発
点
と
し
て
、「
内
容
」
の
分
析
よ
り
も
メ
デ

ィ
ア
環
境
に
お
け
る
「
媒
体
」
そ
の
も
の
の
分
析
を
重
視
し
た
。
読
書
行
為
の
近
代
化
を
「
聴
覚
か
ら
視
覚

へ
」
の
変
化
か
ら
行
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
音
読
か
ら
黙
読
へ
」
と
な
ぞ
る
こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
論
の
定
石
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
「
く
ち

0

0

コ
ミ
」
を
「
マ
ス
コ
ミ
」
化
し
た
大
日
本
雄
弁

0

0

会
講
談

0

0

社
の
独
特
な
雑
誌
文
化
を
、

同
時
代
の
ラ
ジ
オ
論
や
映
画
論
な
ど
を
使
っ
て
メ
デ
ィ
ア
環
境
全
体
の
中
に
捉
え
直
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
文
学
研
究
・
出
版
研
究
が
、
雑
誌
と
い
う
商
品
の
生
産
工
程
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
作
家
の
執
筆
、
出
版

社
で
の
編
集
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
と
す
れ
ば
、
本
書
で
は
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
全
工
程
、
す
な
わ
ち
製
紙
・

印
刷
か
ら
流
通
・
広
告
ま
で
出
来
る
限
り
目
配
り
し
、「
読
者
の
声
」
も
取
り
入
れ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
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第
二
の
テ
ー
マ
は
、
戦
時
体
制
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
『
キ
ン
グ
』
と
講
談
社

文
化
の
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
先
に
引
用
し
た
座
談
会
で
話
題
に
上
っ
て
い
る
。

　
佐
藤
忠
男
「
私
ら
が
子
供
の
昭
和
十
年
頃
は
、
講
談
社
文
化
と
い
う
の
が
日
本
文
化
の
主
流
と
い
っ
た
ら

お
か
し
い
け
れ
ど
も
、
堂
々
と
顔
を
き
か
せ
た
時
期
な
ん
で
す
ね
。」

　
木
村
毅
「
そ
れ
は
全
盛
時
代
で
す
。
人
前
で
読
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
時
代
で
、
支
那
事

変
の
二
、三
年
前
あ
た
り
か
ら
で
し
ょ
う
。」

　
戦
時
体
制
下
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
、
現
在
あ
る
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
私
自
身
、
そ
う
し
た
流
れ

の
中
で
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
続
け
て
き
た
わ
け
だ
が
、
伝
統
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
で
あ
れ
、
新
し
い
意
匠
の

戦
争
責
任
論
で
あ
れ
、
そ
の
あ
り
方
に
違
和
感
を
抱
き
続
け
て
き
た
。
た
し
か
に
「
政
治
的
正
し
さ
」
の
ア

リ
バ
イ
作
り
と
な
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
＝
批
判
は
量
産
さ
れ
た
が
、
自
ら
が
フ
ァ
シ
ス
ト
に
な
る
可
能
性
ま

で
念
頭
に
お
い
た
研
究
は
ど
れ
ほ
ど
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
国
民
」
や
「
物ゲ

シ

ヒ

テ

語
＝
歴
史
」
を
批
判

す
る
論
者
は
多
い
。
一
九
四
四
年
五
月
号
よ
り
表
紙
に
「
国
民
大
衆
雑
誌
」
と
刷
り
込
ん
で
終
戦
を
迎
え
る

『
富
士（
キ
ン
グ
）』
は
、
そ
の
批
判
対
象
と
し
て
最
適
な
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
知
識
人
の
目
か
ら
見
れ
ば

愚
か
し
い
だ
け
の
「
物
語
」
を
、
大
衆
が
貪
り
読
ん
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
物
語
」
に
救

済
を
求
め
る
大
衆
の
弱
さ
を
あ
げ
つ
ら
う
気
に
私
は
な
れ
な
い
。
同
時
に
、
大
衆
の
渇
望
し
た
「
物
語
」
を

供
給
し
た
作
家
や
メ
デ
ィ
ア
の
弱
さ
を
弾
劾
す
る
こ
と
に
も
慎
重
で
あ
り
た
い
。
国
民
国
家
批
判
を
つ
き
つ

め
れ
ば
「
一
億
総
難
民
化
の
ス
ス
メ
」
に
行
き
着
く
が
、
幸
福
な
難
民
は
お
そ
ら
く
一
部
の
強
者
に
す
ぎ
な
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い
。
弱
さ
の
糾
弾
は
、
強
者
の
み
を
正
当
化
す
る
政
治
に
至
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
言
え
ま

い
か
。
敵
か
友
か
の
踏
絵
を
迫
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
語
り
口
で
し
か
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
が
で
き
な
い
わ
け
で
は

あ
る
ま
い
。

　
特
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
限
り
「
動
員
・
統
制
は
悪
で
、
抵
抗
・
逸
脱
は
善
」
と
い
う
二
元
論
の
思

考
は
、
問
題
の
本
質
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
情
報
化
社
会
の
考
古
学
の
た
め
に
は
、

学
童
に
善
悪
を
説
く
が
如
き
啓
蒙
を
超
え
て
、
善
悪
の
彼
岸
に
挑
む
気
概
を
持
つ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

当
然
な
が
ら
、
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
、
国
民
道
徳
を
謳
っ
た
『
キ
ン
グ
』
の
研
究
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

倫
理
学
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
論
へ
向
か
う
だ
ろ
う
。

　　
ま
た
、『
キ
ン
グ
』
の
時
代（
一
九
二
五
―
五
七
年
）と
い
う
枠
組
は
、
通
常
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
、
昭

和
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
、
戦
後
民
主
主
義
期
と
分
節
さ
れ
る
時
期
区
分
に
再
考
を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。
敢
え
て
、
そ
の
帰
結
を
命
題
化
す
れ
ば
、
こ
う
い
え
よ
う
。

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
ま
た
民デ

モ

ク

ラ

シ

ー

主
政
治
＝
参
加
政
治
の
一
形
態
で
あ
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
世
論
形

成
へ
の
大
衆
参
加
に
連
続
し
て
い
た
。
大
衆
を
国
民
化
す
る
戦
時
の
総
動
員（
＝
総
参
加
）体
制
は
、『
キ
ン

グ
』
同
様
、
敗
戦
＝
終
戦
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　　
各
章
の
構
成
を
概
略
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
Ⅰ
部
「
講
談
社
文
化
と
大
衆
的
公
共
圏
」
で
は
、
ま
ず
『
キ
ン
グ
』
創
刊
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
概
観
し
、
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市
民
的
公
共
圏
の
「
植
民
地
」
メ
デ
ィ
ア
＝
婦
人
雑
誌
の
系
譜
に
「
国
民
大
衆
雑
誌
」
が
誕
生
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
そ
の
後
の
出
版
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
『
キ
ン
グ
』
創
刊
広
告
を
分

析
し
、「
宣
伝
狂
」
野
間
清
治
が
目
指
し
た
大
衆
獲
得
の
意
味
を
、
大
衆
的
公
共
性
の
成
立
と
し
て
考
察
す

る
。
そ
れ
は
市
民
的
公
共
性
の
中
核
＝
教
養
を
担
っ
た
「
岩
波
文
化
」
が
、
女
性
雑
誌
と
大
衆
雑
誌
を
生
ま

な
か
っ
た
理
由
も
説
明
す
る
。
最
後
に
、
大
衆
が
世
論
を
形
成
す
る
社
会
空
間
の
制
覇
を
か
け
て
講
談
社
文

化
と
理
念
的
に
対
峙
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
言
説
か
ら
新
し
い
大
衆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

『
キ
ン
グ
』
の
位
置
を
確
定
す
る
。

　
第
Ⅱ
部
「『
キ
ン
グ
』
の
二
つ
の
身
体
―
野
間
清
治
と
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
」
で
は
、「
九
大
雑
誌
王

国
」
形
成
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
『
キ
ン
グ
』
に
体
現
さ
れ
た
野
間
清
治
の
立
身
出
世
主
義
を
検
討
す
る
。

特
に
、
各
俱
楽
部
雑
誌
が
「
細
分
化
」
し
つ
つ
拡
大
す
る
読
者
を
「
統
合
」
し
た
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
『
キ
ン

グ
』
で
あ
っ
た
点
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
非
左
翼
的
な
野キ

ン

グ

間
清
治
批
判
も
分
析
し
た
上
で
、
動
員

組
織
の
理
念
型
「
講
談
社
少
年
部
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
第
Ⅲ
部
「「
ラ
ジ
オ
的
雑
誌
」
の
同
グ
ラ
イ
ヒ
シ
ャ
ル
ト
ゥ
ン
ク

調
機
能
　
一
九
二
五
―
一
九
三
二
年
」
で
は
、
雄
弁
と
講
談
と
い

う
「
く
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
企
業
化
と
い
う
側
面
か
ら
、『
キ
ン
グ
』
を
「
ラ
ジ
オ
的
雑
誌
」

と
し
て
検
討
す
る
。
と
く
に
、「
ラ
ジ
オ
的
読
者
」
の
分
析
か
ら
『
キ
ン
グ
』
が
高
価
な
ラ
ジ
オ
の
代
替
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、『
キ
ン
グ
』
の
発
展
と
ラ
ジ
オ
普
及
の
相
関
も
検
討
す
る
。
ま
た
、『
キ
ン

グ
』
が
生
ん
だ
「
声
の
出
版
物
」
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
を
そ
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　
第
Ⅳ
部
「「
ト
ー
キ
ー
的
雑
誌
」
と
劇
場
的
公
共
性
　
一
九
三
三
―
一
九
三
九
年
」
で
は
、
野
間
の
掲
げ



xv　　は じ め に

た
「
雑
誌
報
国
」
の
教
化
メ
デ
ィ
ア
論
が
「
映
画
国
策
」
を
志
向
す
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、

『
キ
ン
グ
』
の
「
映
画
小
説
」
と
読
者
の
関
係
を
劇
場
的
公
共
性
と
し
て
考
察
す
る
。
そ
の
関
連
か
ら
、
野

間
が
社
長
を
兼
ね
て
「
日
刊
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
た
『
報
知
新
聞
』
と
戦
争
報
道
の
グ
ラ
ビ
ア
化
に
つ
い
て

も
分
析
す
る
。

　
第
Ⅴ
部
「『
キ
ン
グ
＝
富
士
』
の
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性
　
一
九
四
〇
―
一
九
四
五
年
」
で
は
、『
キ
ン

グ
』
が
時
局
化
＝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
化
、
す
な
わ
ち
総
合
雑
誌
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
が

「
読
書
の
大
衆
化
」
と
「
大
衆
の
国
民
化
」
に
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。
戦
時
期
出
版
界
を
め
ぐ
る

「
暗
黒
史
観
」
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、『
キ
ン
グ
』
に
お
け
る
戦
時
宣
伝
の
実
態
も
分
析
す
る
。

　
結
「
国
民
雑
誌
の
戦
後
　
一
九
四
五
―
一
九
五
七
年
」
で
は
、
敗
戦
後
「
戦
犯
雑
誌
」
と
糾
弾
さ
れ
た

『
キ
ン
グ
』
が
生
き
残
り
、「
大
衆
と
と
も
に
」
復
興
を
遂
げ
た
プ
ロ
セ
ス
に
戦
中
―
戦
後
の
連
続
性
を
確
認

す
る
。
最
後
に
、
一
九
五
七
年
『
キ
ン
グ
』
終
刊
の
意
味
を
、
テ
レ
ビ
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
公
共
性
か

ら
再
考
す
る
。
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創刊号（1925年 1月号）目次

Ⅰ
講談社文化と大衆的公共圏



小
社
微
力
な
り
と
雖い
え
ども
、
創
業
以
来
三
十
年
、
雑
誌
報
国
の
旗き

幟し

の
下
に
、
皇
室
中
心
主
義

を
奉
じ
、
一
貫
の
信
念
嘗か
つ

て
渝か
わ

る
こ
と
な
く
、
殊こ
と

に
か
の
大
正
よ
り
昭
和
初
頭
に
亙わ
た

れ
る
思

想
混
乱
時
代
に
処
し
て
は
、
敢
て
中
流
の
砥し
ち

柱ゅ
う

を
以
て
自
ら
任
じ
、
経
営
の
利
害
を
越
え
て

日
本
精
神
の
顕
揚
に
努
め
、
国
民
を
し
て
そ
の
嚮む
か

ふ
所
を
知
ら
し
め
た
る
こ
と
は
、
幸
さ
い
わ
いに
江こ
う

湖こ

の
認
知
さ
る
る
所
と
存
じ
ま
す
。
又
つ
と
に
大
衆
教
化
の
念
願
に
燃
え
て
、
淳
風
美
俗
を

興
し
、
社
会
浄
化
に
微
力
を
致
し
、
い
さ
ゝ
か
我
が
国
文
運
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
得

た
る
は
、
自
ら
省
み
て
窃ひ
そ

か
に
本
懐
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

「
皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎
ふ
」『
キ
ン
グ
』
一
九
四
〇
年
新
年
号
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第
一
章
　
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
誕
生

　『
キ
ン
グ
』
創
刊
を
翌
々
日
に
控
え
た
一
九
二
四（
大
正
一
三
）年
一
二
月
三
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
掲
載

さ
れ
た
、
大
広
告
が
あ
る
。「
◎
切
望
！

恐
縮
な
が
ら
全
部
御
覧
を
乞こ

ふ
」
と
の
但た
だ

し
書
き
に
従
っ
て
、
長

く
は
な
る
が
全
文
を
引
用
し
た
い
。
こ
れ
み
よ
が
し
な
愚
直
さ
、
あ
る
い
は
読
者
を
た
じ
ろ
が
せ
る
ま
で
の

押
し
付
け
が
ま
し
さ
こ
そ
、「
国
民
大
衆
雑
誌
」『
キ
ン
グ
』
が
体
現
し
た
精
神
の
有
り
様
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

　
　
キ
ン
グ
発
刊
に
際
し
　
満
天
下
に
檄げ
き
す

　
天
下
万
人
、
一
列
一
帯
、
年
齢
、
職
業
、
階
級
の
別
な
く
田
園
生
活
者
に
も
、
都
市
生
活
者
に
も
太
陽

の
光
が
必
要
に
し
て
欠
く
可
か
ら
ざ
る
や
う
に
、
ど
う
し
て
も
無
く
て
は
な
ら
ぬ
一
味
の
精
神
的
慰
安
を

与
へ
、
是こ
れ

に
よ
つ
て
卓
然
と
し
て
振
ふ
興
国
的
気
分
を
奮
起
さ
せ
る
や
う
な
民
衆
雑
誌
、
云
ひ
か
へ
る
と
、

苟い
や
し
くも
日
本
語
の
通
ず
る
と
こ
ろ
は
毎
戸
、
国
旗
を
備
ふ
る
や
う
に
、
必
ず
備
へ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

―　
国
民
読
本
た
ら
し
む
る
の
が
　『
キ
ン
グ
』
創
刊
の
真
目
的
で
あ
る
！

　
従
つ
て
『
キ
ン
グ
』
は
、
勿も
ち

論ろ
ん

商
品
に
は
相
違
な
い
が
、
其
の
志
す
と
こ
ろ
は
、
商
品
と
し
て
で
は
な



4

く
、
念
々
、
内
に
燃
ゆ
る
国
家
奉
仕
の
至
純
至
正
な
る
誠
意
よ
り
出
発
し
て
ゐ
る
。
而し
こ
うし
て
此こ

の
堅
く
取

つ
て
動
か
ざ
る
信
念
を
貫
徹
す
る
為
め
に
は
、
最
善
の
努
力
と
絶
大
の
熱
意
と
を
捧
げ
、
社
員
総
動
員
の

下
に
、
奮
闘
を
継
続
し
、
現
在
の
印
刷
能
力
の
堪
へ
得
る
限
り
に
於
て
は
、
是こ

れ
以
上
の
事
は
望
み
得
ら

れ
ぬ
と
云
ふ
程
度
の
も
の
を
作
り
あ
げ
た
。

　
疑
ふ
人
あ
ら
ば
店
頭
寸
刻
を
割
い
て
　『
キ
ン
グ
』
を
手
に
し
て
頂
き
た
い
！

　
全
誌
三
百
数
十
頁
、
表
紙
、
口
絵
の
選
択
及
び
印
刷
所
の
苦
心
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
本
文
用
紙
は
、
本

誌
の
為
め
に
特
別
に
精
製
さ
れ
た
る
も
の
で
、
紙
質
に
つ
い
て
も
十
分
の
吟
味
を
し
て
ゐ
る
。
若
し
そ
れ
、

内
容
に
至
つ
て
は
、
我
社
の
最
も
苦
心
し
た
る
と
こ
ろ
、
隅
か
ら
隅
ま
で
一
行
一
句
の
末
に
至
る
迄
も

忽ゆ
る
が
せに
は
せ
ず
、
細
心
の
注
意
と
周
到
な
用
意
と
が
払
つ
て
あ
る
。

　
老ろ
う

若に
ゃ

男く
な

女ん
に
ょ、

一
家
団
欒
の
席
上
、
見
て
面
白
く
、
読
ん
で
面
白
く
聞
い
て
又
面
白
く
、
其
そ
の
あ

間い
だ

知
ら
ず
識

ら
ず
、
美
風
を
養
ひ
、
良
俗
を
教
へ
、
疲
れ
切
つ
た
魂
に
一
道
の
活
気
を
注
入
し
、
倦う

み
切
つ
た
心
に
一

服
の
霊
薬
を
投
与
し
、
此こ

の
国
に
生
れ
、
こ
の
国
に
育
ち
、
限
り
な
く
恵
ま
れ
た
る
生
の
喜
び
を
享
受
せ

し
め
よ
う
と
す
る
道
義
的
観
念
を
含
ま
せ
て
ゐ
る
。

　
明
る
く
、
温
か
く
、
柔
か
く
、
和
や
か
に
、
誰
で
も
一
度
手
に
し
た
ら
最
後
　
も
う
何
う
し
て
も
読
ま
ず
に

は
お
け
ぬ

　
…
…
と
い
ふ
心
持
を
起
さ
せ
る
為
め
に
は
、
痒か
ゆ

い
処
へ
手
が
届
く
ま
で
に
編
輯
さ
れ
て
ゐ
る
。
俗
に
堕

ち
ず
、
雅
に
流
れ
ず
、
平
易
に
し
て
上
品
、
通
俗
に
し
て
高
尚
、
明
鏡
の
如
く
輝
き
、
宝
玉
の
如
く
照
り

そ
ひ
、
其
の
一
字
す
ら
も
星
の
如
く
、
其
の
一
句
す
ら
も
花
の
如
く
今い
ま

迄ま
で

に
求
め
て
求
め
得
ら
れ
ざ
り
し
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も
の
が
、
此
の
中
に
求
め
得
ら
れ
る
。
主
人
も
読
み
、
主
婦
も
読
み
、
少
年
に
も
よ
く
、
少
女
に
も
よ
く
、

祖
父
祖
母
に
も
亦ま
た

適
し
て
ゐ
る
が
故
に
、『
キ
ン
グ
』
一
部
を
懐
に
し
て
帰
る
こ
と
は
、
平
和
と
幸
福
と

慰
安
と
、
光
と
恵
み
と
休
ら
ひ
と
を
持
ち
帰
る
事
で
あ
る
。
本
誌
が
何
の
は
ゞ
か
り
も
な
く
又
何
の
た
め

ら
ひ
も
な
く

　
こ
れ
を
『
雑
誌
界
の
王
様
』
と
し
て
『
キ
ン
グ
』
と
命
名
し
た
の
は
、
か
く
の
如
き
理
由
か
ら
で
あ
る

―

　
そ
の
為
に
は
、
賛
助
員
諸
名
家
を
は
じ
め
、
大
方
の
諸
賢
に
多
大
の
声
援
を
与あ
ず
かり

、
深
く
感
激
し
て
ゐ

る
次
第
で
あ
る
が
、
我
社
の
苦
心
も
亦
、
実
際
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
か
つ
た
計
画
を
起
し
て
以
来
、
丁
ち
ょ
う

度ど

三
年
、
莫
大
の
経
費
と
労
力
と
を
費
し
、
考
慮
に
考
慮
を
加
へ
、
熟
議
に
熟
議
を
重
ね
、
社
長
か
ら
少

年
に
至
る
ま
で
、

　
不
眠
不
休
で
働
い
た
！
汗
み
ど
ろ
に
な
つ
て
働
い
た
！

　
無
謀
過
ぎ
る
、
大
胆
す
ぎ
る
と
い
ふ
忠
告
は
、
幾
度
か
う
け
た
の
で
あ
る
が
利
害
元
眼
中
に
な
し
何
と

し
て
も
『
キ
ン
グ
』
創
刊
の
真
目
的
を
貫
い
て
、
国
家
の
為
、
国
民
の
為
、
又
国
家
と
共
に
国
民
と
共
に
、

吾
等
の
生
活
を
真
化
し
、
善
化
し
、
美
化
し
た
い
と
云
ふ
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
情
念
は
何ど

う
す
る
こ
と
も

出
来
な
か
つ
た
。
此こ

の
病
あ
り
、
つ
い
に
捨
つ
べ
か
ら
ず
、
敢
然
と
し
て
起
つ
た
。
意
の
あ
る
処
道
あ
り
、

幸
ひ
に
幾
多
の
難
局
を
突
破
し
得
て
『
キ
ン
グ
』
は
愈い
よ
いよ
大
正
十
四
年
新
春
劈へ
き

頭と
う

　
出
版
界
の
一
大
驚
異
と
し
て

　
世
間
一
般
の
待
望
に
背
か
ぬ
内
容
と
実
質
と
を
備
へ
て
出
現
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
我
社
は
此か
く

の
如
く

完
備
し
た
も
の
は
、
未
だ
曽か
つ

て
見
出
せ
な
か
つ
た
と
、
声
を
大
に
し
て
叫
び
得
る
勇
気
を
持
つ
と
同
時
に
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又
此か
く

の
如
く
完
実
し
た
名
雑
誌
の
誌
価
が
、
途
方
も
な
く
低
廉
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
誇
り
得
る
自
信

を
持
つ
。
即
ち
、
金
五
十
銭
！
　
現
在
の
各
階
級
の
生
活
状
態
を
斟し
ん

酌し
ゃ
くし

て
広
く
、
飽あ

く
迄ま
で

も
広
く
、
ゆ

き
亘わ
た

ら
せ
る
為
め
に
は
、
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
価
あ
た
い

低
き
が
故
に
『
キ
ン
グ
』
の
内
容

価
値
が
低
い
と
誤
解
し
て
下
さ
る
な
。
も
し
是
れ
を
買
品
と
し
て
利
益
を
算
盤
珠だ
ま

の
上
に
の
せ
る
と
す
れ

ば
、
優
に
一
円
以
上
の
誌
価
を
附
し
て
差
支
な
い
も
の
だ
と
信
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
目
前
の
争
は
れ
ぬ
事
実

は
、
我
社
の
志
の
那な

辺へ
ん

に
存
す
る
か
を
最
も
雄
弁
に
説
明
し
て
ゐ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
善
き
も
の
は
、
之

を
更
に
善
く
す
る
余
地
は
存
す
る
と
し
て
も
素
質
は
依
然
と
し
て
善
き
も
の
で
あ
る
。
我
社
は
、
ど
う
か

是
れ
を
弘
く
行
き
亘わ
た

ら
せ
て
、
当
初
の
目
的
を
達
し
た
い
と
思
念
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
、

　
天
下
有
力
の
諸
君
子
の
庇
護
と
尽
力

　
と
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
善
事
を
尽
す
に
当
つ
て
躊
躇
す
る
の
は
、
断
じ
て
謙
遜
の
美
徳
と
は

い
へ
な
い
。
我
社
が
、『
キ
ン
グ
』
を
天
下
に
推
薦
す
る
に
勇
敢
で
あ
る
如
く
、
諸
君
も
亦ま
た

『
キ
ン
グ
』

の
推
薦
に
勇
敢
で
あ
り
た
い
。
か
く
し
て
、
一
人
を
動
か
し
、
逐ち
く

次じ

、
倍
加
又
倍
加
し
て
、
此
の
『
国
民

読
本
』
を
、
文
字
通
り
に
、
天
下
の
『
国
民
読
本
』
と
し
た
い
の
が
、
我
社
の
願
望
で
、
切
に
、
天
下
諸

君
子
の
賛
同
を
希ね
ご

う
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。

　
講
談
俱
楽
部
、
面
白
俱
楽
部
、
現
代
、
雄
弁
、
婦
人
俱
楽
部
、
少
年
俱
楽
部
、
少
女
俱
楽
部

 

発
行
所
　
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社



『キング』創刊全面広告（1924年 12月 5日
『東京日日新聞』）

7　　

第
一
節
　
宣
伝
狂
時
代

　
日
本
初
の
「
百
万
雑
誌
」
を
目
標
に
掲
げ
た
「
宣
伝
狂
」
野
間
清
治
は
、
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
を
挟

ん
で
ほ
ぼ
四
日
お
き
に
、
こ
う
し
た
大
広
告
を
掲
載
す
る
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
一
九
二
四
年
一

一
月
と
一
二
月
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
広
告
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

一
一
月
一
五
日
「
世
界
的
大
雑
誌

『
キ
ン
グ
』
創
刊
の
日
近
し
」

一
一
月
一
九
日
「
新
雑
誌
キ
ン
グ

（
第
四
回
）原
稿
大
募
集
」

一
一
月
二
五
日
「
雑
誌
を
選
ぶ
は

今
！
」

一
一
月
二
九
日
「
満
天
下
人
気
沸

騰
！

註
文
殺
到
！

賞
賛
の

声
天
下
に
満
つ
！
」

一
二
月
　
三
日
「
キ
ン
グ
創
刊
に

際
し
　
満
天
下
に
檄
す
」

一
二
月
　
五
日
「
出
た
！

お
待
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兼
の
キ
ン
グ
！

素
晴
し
い
雑
誌
！
」

一
二
月
一
二
日
「
一
家
一
冊
　
大
評
判
の
新
雑
誌
キ
ン
グ
を
御
覧
！
」

一
二
月
一
四
日
「
日
本
一
の
大
雑
誌
！

定
価
僅わ
ず

か
に
五
十
銭
！
」

一
二
月
一
七
日
「
早
く
も
売
切
れ
の
報
陸り
く

続ぞ
く

！

追
加
註
文
殺
到
！
」

一
二
月
一
八
日
「
果
然
！

更
に
大
増
刷
に
着
手
‼
」

一
二
月
一
九
日
「
驚
天
動
地
！

空
前
の
大
壮
挙
！
」

一
二
月
二
一
日
「
天
下
に
轟
く
賞
讃
歓
呼
！

キ
ン
グ
新
年
創
刊
号
批
評
の
一
斑
」

一
二
月
二
八
日
「
夢
に
ま
で
見
た
此
雑
誌
　
見
よ
‼
　
親
愛
な
る
同
胞
の
為
め
の
新
雑
誌
キ
ン
グ
！
」

　
こ
れ
に
、『
講
談
俱
楽
部
』
や
『
婦
人
俱
楽
部
』
な
ど
他
の
七
雑
誌
の
特
大
広
告
が
加
わ
る
紙
面
を
想
像

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
新
聞
紙
の
広
告
面
は
講
談
社
に
買
占
め
ら
れ
た
か
の
観
さ
え
覚
え
る
。
こ
の
期
間
に

講
談
社
に
対
抗
し
て
雑
誌
の
全
面
広
告
を
打
て
た
の
は
、
わ
ず
か
『
主
婦
之
友
』
一
誌
に
過
ぎ
な
）
1
（
い
。『
中

央
公
論
』
新
年
号
の
広
告（
同
年
一
二
月
二
四
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
』）に
は
、「
我
国
文
化
を
侮
辱
」
と
激
す
る

大
仰
な
苦
言
が
告
示
さ
れ
て
い
る
。

　「
極
度
の
低
劣
卑
俗
な
る
内
容
を
掩お
お

ふ
に
極
度
の
誇
大
煽
動
的
な
る
宣
伝
を
以
て
し
最
も
悪
し
き
意
味
の

亜ア

メ

リ

カ

米
利
加
式
の
雑
誌
が
我
が
読
書
界
に
跋ば
っ

扈こ

せ
ん
と
す
る
は
是こ

れ
明
か
に
我
国
文
化
を
侮
辱
し
併
せ
て
人
間

の
霊
性
其
物
を
侮
辱
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
何
ぞ
我
国
最
高
文
化
の
標
準
を
示
し
て
我
が
読
書
界
の
向
上
を

念
と
す
る
我
等
の
使
命
益
々
重
大
を
加
へ
た
る
を
信
じ
時
代
の
指
導
的
精
神
た
ら
ん
と
の
抱
負
に
て
本
号
を

編
す
！
」
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も
っ
と
も
、
全
国
二
百
数
十
紙
で
展
開
さ
れ
た
『
キ
ン
グ
』
創
刊
の
「
亜
米
利
加
式
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

『
大
阪
朝
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
で
は
見
ら
れ
な
い（『
東
京
朝
日
新
聞
』
も
一
二
月
二
八
日
の
一
件
の

み
）。
発
行
半
年
前
か
ら
「
新
雑
誌
キ
ン
グ
の
大
原
稿
募
集
」
を
広
告
す
る
講
談
社
の
動
き
を
察
し
た
二
大

全
国
紙
が
、
広
告
料
の
大
幅
値
上
げ
を
講
談
社
に
迫
っ
た
た
め
で
あ
る（「
社
史
」
上644

）。
野
間
が
交
渉
を

打
ち
切
り
、
こ
の
二
大
全
国
紙
か
ら
一
切
の
雑
誌
広
告
を
取
り
下
げ
、
や
む
な
く
新
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
方

法
が
模
索
さ
れ
た
。
今
日
で
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ー
ル
も
そ
う
で
あ
り
、
電
通
『
広
告
五
十
年
史
』
に
よ

る
と
、
市
町
村
長
、
教
師
、
青
年
団
、
在
郷
軍
人
会
、
婦
人
会
の
幹
部
な
ど
地
域
の
有

リ
ー
ダ
ー

･

オ
ピ
ニ
オ
ン力
者
や
会
社
、

銀
行
に
送
り
つ
け
た
封
書
は
三
二
万
五
七
八
〇
通
、
葉
書
は
一
八
三
万
六
〇
〇
〇
通
に
達
し
た
。
さ
ら
に
少

年
部
社
員
一
三
〇
名
を
二
人
一
組
と
し
て
全
国
各
地
の
書
店
に
宣
伝
派
遣
し
、
発
売
当
日
に
は
全
国
六
〇
〇

〇
の
書
店
に
「
キ
ン
グ
　
イ
マ
デ
キ
タ
　
ト
ク
ニ
ユ
ウ
リ
ヨ
ク
ナ
ル
キ
テ
ン
ノ
　
ネ
ツ
レ
ツ
ナ
ル
　
ジ
ン
リ

ヨ
ク
ヲ
コ
フ
」
の
電
報
が
打
電
さ
れ
た
。
雑
誌
名
入
り
の
幟
旗
を
書
店
の
店
頭
に
掲
げ
た
の
も
、『
キ
ン
グ
』

が
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る（「
正
伝
」601

）。『
キ
ン
グ
』
入
荷
を
告
げ
る
花
火
ま
で
用
意
さ
れ
、
到
着
同
時
に
そ

れ
を
打
ち
上
げ
た
書
店
も
現
れ
た
。
ま
た
「
国
民
的
大
雑
誌
」「
一
家
に
一
冊
」「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
大
書
し
た
ビ
ラ
、『
キ
ン
グ
創
刊
に
当
り
謹
ん
で
貴
下
並
に
貴
店
員
各
位
の
御
同
情

に
訴
ふ
』
と
題
さ
れ
た
菊
判
パ
ン
フ
、
高
橋
是
清
の
推
薦
文
を
刷
り
込
ん
だ
特
大
ポ
ス
タ
ー
な
ど
新
聞
広
告

以
外
の
宣
伝
文
書
三
十
余
種
、
総
数
七
〇
〇
〇
万
部
が
全
国
に
配
布
さ
れ
、
風
呂
屋
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
街
頭

の
チ
ン
ド
ン
屋
ま
で
「
キ
ン
グ
だ
ら
け
」
の
状
況
を
呈
し
た
。
こ
の
創
刊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費
用
は
総
額
三
八

万
円
に
達
し
）
2
（

た
。



10

　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と
し
て
、「
キ
ン
グ
の
歌
」（
野
口
雨
情
作
詞
、
水
谷
し
き
を
作
曲
）と
「
キ
ン
グ
踊
」

（
水
谷
し
き
を
振
付
）が
用
意
さ
れ
た
。
こ
の
「
大
評
判
の
キ
ン
グ
節
レ
コ
ー
ド
」（
製
造
販
売
、
日
蓄
レ
コ
ー
ド
）

も
講
談
社
代
理
部
に
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る（25︲10

：318

）。

キ
ン
グ
気
高
や
　
青
空
高
や

青
い
空
見
り
や
　
気
も
晴
れ
る
　
キ
ン
グ
　
キ
ン
グ

青
い
空
見
り
や
　
こ
の
世
が
楽
し

誰
も
キ
ン
グ
の
　
気
で
暮
せ
　
キ
ン
グ
　
キ
ン
グ

誰
も
キ
ン
グ
の
　
心
が
欲
し
や

青
い
空
見
て
　
世
を
渡
れ
　
キ
ン
グ
　
キ
ン
グ

青
い
空
よ
り
　
気
高
や
キ
ン
グ

と
て
も
キ
ン
グ
に
や
　
及
び
や
せ
ぬ
　
キ
ン
グ
　
キ
ン
グ

と
て
も
気
高
や
　
青
空
高
や

青
い
空
見
り
や
　
雲
も
無
や
　
キ
ン
グ
　
キ
ン
グ（25 ︲1 

：
グ
ラ
ビ
ア
）

　
さ
ら
に
は
、
流
言
の
拡
散
ま
で
想
定
し
た
ト
リ
ッ
キ
ー
な
手
法
さ
え
使
わ
れ
た
。『
キ
ン
グ
』
創
刊
に
あ

わ
せ
て
、
各
新
聞
紙
上
に
「
雑
誌
読
む
べ
し
」
と
訴
え
る
依
頼
人
不
明
の
謎
の
広
告
が
現
れ
た
。

　「
た
ゞ
漫
然
と
雑
誌
を
読
む
こ
と
の
必
要
を
天
下
に
知
ら
せ
た
広
告
で
あ
る
。（
中
略
） 

自
他
の
区
別
の
な

い
こ
の
広
告
の
依
頼
者
は
、
外
な
ら
ぬ
野
間
社
長
で
あ
つ
た
。」（「
正
伝
」602

）

　
こ
う
し
て
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
が
社
運
を
賭
け
た
『
キ
ン
グ
』
創
刊
は
、
近
代
日
本
文
化
の
大
衆
化
と


